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作品に寄せて

言葉というものは実に不思議です。いつ、どこで、どのようにして決まったか分からな

い音の並びに、私たちは自らの感情を託します。

私の「嬉しい」と誰かの「嬉しい」は決して同じではないのに、言葉は「嬉しい」を選

び合うことがあるし、うまく言い表せない感情に支配されて言葉に彿往うこともあります。

しかしいずれの場合も、言葉を探す前に心の中に感情の起こりがあります。「何を言っ

たか」ではなく、「何を感じたか」で分かり合えたら、もしかしたら人は言葉そのものを

放棄出来るのではないか、そんなことを考えながらこの詩を書きました。

歌を愛する人ならば、心が言葉 (メ ロディー)に染まるという体験をしたこともあるで

しょう。そのときの言葉 (歌詞)は決して借り物ではなく、あなただけのものとして響く

のです。

宮本益光

演奏してくださる皆さんヘ

『子どもから大人までが一緒に歌えるような、前を向ける楽曲を― 』

出版社からリクエス トを頂戴した時、すぐに “宮本益光さんに歌詞を書いてもらいたい
"

という願いが湧き起こった。ありがたくもご快諾くださり、書き下ろしていただいたのが、

この「ことばを追い越して」だった。歌詞への心からの共感。これはすぐさまエネルギー

ヘと昇華し、作曲に向かう筆を力強く前に進めてくれた。歌になることでこのテキス トが

いっそう輝き、深まっていく、そんな音楽を目指して一一―。

演奏にあたっては、Aメ ロ/Bメ ロ/サ ビ…の変化をコントラスト豊かに表現してく

ださったらと思う。(例 :Aメ ロはレガートかつ大らかなフレージングで。Bメ ロはピアノ

パートのリズムとアンサンブルしてやや躍動的に。テンポが自然と前向きになっても良い

だろう。サビは雄大かつエネルギッシュに。)言葉に命が吹き込まれ、音楽によってひと

つのドラマが形成されることを願っている。

三宅悠太


